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問
　
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
意

味
と
必
要
性
を
伺
う
。

副
市
長
　
Ｄ
Ｘ
と
は
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
浸
透
さ
せ
組
織
全
体

を
変
革
す
る
こ
と
で
あ
る
。
社

会
経
済
環
境
の
変
化
や
新
型
コ

ロ
ナ
が
も
た
ら
し
た
新
た
な
日

常
へ
の
対
応
な
ど
か
ら
市
民

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
お
り
、

行
政
全
般
の
更
な
る
効
率
化
や

高
度
化
を
図
る
た
め
に
Ｄ
Ｘ
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

問
　
ど
の
よ
う
に
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る
の
か
。

副
市
長
　
業
務
フ
ロ
ー
や
手
続

き
を
見
直
し
、
効
率
化
を
図
る

「
Ｂ
Ｐ
Ｒ
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ

セ
ス
・
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
）」
や
、
利
用
者
中
心
で

サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
「
サ
ー
ビ

ス
デ
ザ
イ
ン
思
考
」、
小
さ
な

取
り
組
み
の
積
み
上
げ
を
大
き

な
成
果
に
つ
な
げ
る
「
迅
速
性

と
一
貫
性
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

取
り
組
む
。

問
　
障
が
い
者
へ
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

副
市
長
　
音
声
認
識
や
文
字
読

み
上
げ
機
能
、
分
か
り
や
す
い

画
面
構
成
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る

操
作
支
援
な
ど
を
考
慮
し
、
あ

ら
ゆ
る
人
が
使
い
や
す
い
も
の

と
な
る
よ
う
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
、
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
デ
ジ
タ
ル

化
を
目
指
す
。

問
　
自
治
体
の
主
要
な
業
務
の

シ
ス
テ
ム
を
国
の
標
準
シ
ス
テ

ム
に
共
通
化
す
る
が
、
税
や
介

護
保
険
な
ど
の
、
市
独
自
で

行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影

響
は
あ
る
の
か
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当
部
長
　
国

は
自
治
体
の
意
向
を
踏
ま
え
て

標
準
化
の
準
備
を
進
め
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
現
時
点
で

国
か
ら
示
さ
れ
た
も
の
は
な
い

が
、
今
後
も
動
向
を
注
視
し
、

適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
症
に
つ
い
て

問
　
本
市
は
感
染
者
の
情
報
を

ど
こ
ま
で
把
握
で
き
る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
県
が
公

表
す
る
資
料
か
ら
、
感
染
者
の

年
代
、
性
別
、
職
業
、
居
住

地
、
症
状
、
陽
性
判
明
日
の
情

報
を
把
握
し
て
い
る
。

問
　
保
健
所
を
設
置
し
て
い
る

近
隣
市
と
、
対
応
の
違
い
は
あ

る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
県
や
保

健
所
設
置
市
は
、
感
染
症
法
に

よ
る
行
政
検
査
や
疫
学
調
査
な

ど
の
業
務
を
行
う
た
め
、
感
染

者
の
発
生
状
況
や
個
人
情
報
を

保
有
し
て
い
る
が
、
本
市
に
は

対
応
業
務
の
権
限
が
無
い
た
め

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

問
　
本
市
も
保
健
所
の
設
置
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
過
去
に
も
検

討
し
、
費
用
面
や
人
材
の
確
保

な
ど
の
課
題
が
あ
り
見
送
っ
た

が
、
そ
の
時
の
判
断
が
現
在
の

状
況
で
通
用
す
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
と
思
う
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
保
健
所

機
能
を
市
政
に
結
び
つ
け
て
い

く
の
が
よ
い
の
か
を
し
っ
か
り

と
見
極
め
た
い
。
時
間
を
掛
け

て
検
討
す
べ
き
課
題
と
捉
え
て

い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
施
状
況

　

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

公
明
ひ
ら
つ
か

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

上
野
　
仁
志 

議
員

公明ひらつか 所 属 議 員

コ
ロ
ナ
禍
で
の
雇
用・ 

就
労
・
資
格
取
得
の 

ト
リ
プ
ル
支
援

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
女
性
や
氷

河
期
世
代
な
ど
就
職
困
難
者
が

就
労
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
狭
め
ら

れ
て
い
る
。
新
た
に
雇
用
・
就

労
・
資
格
取
得
の
ト
リ
プ
ル
支

援
を
行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長
　
正
規
雇
用
促

進
補
助
金
の
申
請
内
容
を
見
る

と
、
資
格
保
持
者
の
採
用
が
一

定
数
あ
り
、
賃
金
面
で
も
一
部

優
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

資
格
取
得
は
就
労
機
会
の
拡
大

に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い

る
。
就
職
希
望
者
と
事
業
所
の

双
方
の
視
点
か
ら
、
多
角
的
・

総
合
的
な
支
援
を
継
続
的
に
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

路
面
下
空
洞
調
査

問
　
橋
り
ょ
う
や
ト
ン
ネ
ル
の

点
検
は
５
年
に
１
回
と
な
っ
て

い
る
。
道
路
も
同
様
に
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

土
木
部
長
　
本
市
で
は
「
平
塚

市
幹
線
道
路
等
舗
装
維
持
管
理

計
画
」
を
策
定
し
、
路
面
の
状

況
を
調
査
す
る
路
面
性
状
調
査

を
お
お
む
ね
５
年
に
１
回
と
し

て
お
り
、
路
面
下
空
洞
調
査
も

同
様
の
頻
度
で
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
。

通
学
路
の
点
検

問
　
国
か
ら
の
通
知
を
受
け
て

の
総
括
的
な
取
り
組
み
と
、
危

険
箇
所
の
改
善
策
を
伺
う
。

市
長
　
毎
年
度
、
各
学
校
か
ら

環
境
へ
の
投
資
と
雇
用
・
就
労
・

資
格
取
得
の
ト
リ
プ
ル
支
援

鈴
木
　
晴
男 

議
員

秋澤 雅久 議員 石田 美雪 議員

危
険
箇
所
の
報
告
を
受
け
、
教

育
委
員
会
と
関
係
機
関
が
改
善

策
を
協
議
し
て
い
る
。
国
の
通

知
を
受
け
、
関
係
機
関
に
対
し

て
改
善
策
の
進
捗
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
本
市
独
自
の
取
り
組

み
と
し
て
、
道
路
に
標
示
し
て

い
る
「
文
」
マ
ー
ク
の
現
状
を

緊
急
点
検
し
、
補
修
に
必
要
な

予
算
を
今
議
会
に
上
程
し
た
。

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル 

実

証

実

験

問
　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
導
入
に

よ
る
観
光
面
と
交
通
政
策
面
で

の
成
果
を
伺
う
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
観
光
面

で
は
、
駅
南
側
で
の
利
用
が
高

ま
り
、
海
岸
エ
リ
ア
の
魅
力

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
回
遊
性
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
交

通
政
策
面
で
は
、
駅
周
辺
を
基

点
と
し
た
通
勤
・
通
学
や
買
い

物
で
の
利
用
な
ど
、
二
次
交
通

と
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
風
水
害

対
策
に
つ
い
て

都市建設
　議案６案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第67号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算
　公園費の公園施設維持管理事
業において、公園遊具の改修とい
うことで６７５万円が計上されてい
る。どこの公園で、どのような改
修を行うのか。
　場所は諏訪町にある大久保公
園である。改修する遊具は、築山
に設置されている滑り台の更新

で、コンクリート製から金属製に
交換する。
　総合公園費の総合公園管理運
営事業で計上されている委託料の
内容と、このタイミングで実施す
る必要性について伺う。
　委託の内容は、陸上競技大会
などで、タイムや着順の計測に使
用される計時・計測システムの配
線を入れ替えるというものであ
る。今年度に入る頃から経年劣化
による動作不良などが多発してお
り、陸上競技大会などの運営に支
障をきたすと判断したため、補正

予算として計上することとした。
　常備消防費の常備消防事業で
購入する災害用ドローンは、どの
ように活用するのか。
　市内で発生する火災、水難救
助、大規模な自然災害などの時
に、上空を飛行させて現場を俯瞰
的に見ることで、地上部隊の災害
活動が有効に行われるようにする
ほか、活動している職員の二次災
害の防止にも役立てたいと考えて
いる。
　常備消防費の消防職員人材育
成事業について、今回の予算でド

ローン技能者を何人育成するの
か。また、操作には高いスキルが
必要だと思うが、水難事故や火災
での早期発見・早期救出を想定し
た場合に、どのような場所で訓練
をする予定なのか。
　今回は、３人の職員をドロー
ンスクールに派遣し、法令などの
学習や高度な操縦技術の習得を目
指したいと考えている。訓練場所
については、本市でドローンを飛
ばせる場所は限られているが、適
切な場所を選定して訓練を行って
いきたいと考えている。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。

「
脱
炭
素
社
会
」
を

実
現
す
る
た
め
に

問
　
低
炭
素
社
会
か
ら
脱
炭
素

社
会
へ
転
換
し
て
い
く
に
当
た

り
、
取
り
組
む
べ
き
優
先
課
題

を
伺
う
。

市
長
　
徹
底
し
た
節
電
な
ど
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
、

高
効
率
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

の
導
入
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
拡
大
が
大
き
な
柱

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
財
務
情
報
だ
け
で
な
く
、

環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

要
素
も
考
慮
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

と
、
企
業
や
自
治
体
が
グ
リ
ー

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
調
達

の
た
め
に
発
行
す
る
債
券
で
あ

る
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
に
つ
い
て

の
認
識
と
、
必
要
性
を
伺
う
。

市
長
　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
は
、
企
業

や
自
治
体
が
抱
え
る
課
題
を
解

決
す
る
一
助
に
な
る
と
認
識
し

て
い
る
。
特
に
グ
リ
ー
ン
ボ
ン

ド
は
、
脱
炭
素
社
会
実
現
の
後

押
し
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
債
券
を
購
入
す
る
際
に

は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
債
の
発
行
状
況
を
注

視
し
、
条
件
が
合
え
ば
積
極
的

に
購
入
し
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
貢
献
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

問
　
地
方
創
生
応
援
税
制
（
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
活
用

し
て
漁
業
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
係
る
取
り
組
み
を
行

う
が
、
事
業
の
継
続
性
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
今
回
取
り
組
む
「
電
池

推
進
船
の
漁
業
利
用
」
は
、
平

塚
波
力
発
電
所
の
電
気
を
電
池

推
進
船
に
給
電
し
、
定
置
網
漁

な
ど
へ
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
効

果
な
ど
を
計
測
す
る
実
証
実
験

で
あ
る
。
漁
業
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
し
て
、
継
続

性
の
あ
る
事
業
に
つ
な
げ
ら
れ

る
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　議会には、議員の調査研究のた
め、図書室の設置が法律により義務
付けられています。
　本市議会では、開かれた議会とす
るため、市役所本館８階の議場前の
開放したスペースに議会図書室を設
け、市民・議会・行政が共同で利用
できる環境をつくりました。

議会図書室のご案内


